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小
学
部
卒
業
に
あ
た
っ
て 

六
年
生 

保
護
者 

 

幼
稚
部
か
ら
長
い
時
間
を
こ
の
千
種

聾
学
校
で
過
ご
し
、
親
子
共
々
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

登
下
校
の
送
迎
が
毎
日
大
変
で
、
心

折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
、
自
分
で
登
下
校
し
、
成
長

を
感
じ
る
と
共
に
、
唯
一
子
供
と
二
人

だ
け
で
過
ご
せ
る
送
迎
中
の
時
間
が
無

く
な
っ
た
と
寂
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。 

最
後
の
三
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

行
事
が
中
止
に
な
り
、
子
供
達
の
経
験

が
奪
わ
れ
る
難
し
い
世
の
中
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
京
都
・
奈
良
方
面
へ
の
修

学
旅
行
を
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
の
宿
泊

学
習
に
な
り
ま
し
た
の
で
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
文
化
・
歴
史
へ
の
関
心
の

み
な
ら
ず
、
友
達
と
の
関
わ
り
や
絆
も

深
ま
り
、
自
分
で
選
ん
だ
お
土
産
を
手

に
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
帰
っ
て
き
た

姿
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

親
の
私
も
、
子
供
が
聾
学
校
に
通
う

こ
と
で
手
話
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

色
々
な
不
安
を
先
生
方
や
共
に
頑
張
っ

て
い
る
保
護
者
の
方
々
に
相
談
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
励
ま
さ
れ
、
こ
こ

ま
で 
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「
芽
が
出
て 
ふ
く
ら
ん
で
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

校
長 

荒
木 

紫
野
舞 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

桜
の
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら
み
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
修
了
・
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
幼
稚
部
十

四
名
、
小
学
部
十
二
名
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
出
勤
前
、
学
校
の
前
に
あ
る
千
種
公
園
を
散

歩
し
て
い
ま
す
。
冬
の
間
、
葉
を
落
と
し
た
木
々
は
寒

さ
に
耐
え
な
が
ら
じ
っ
と
時
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。
春
や
夏
、
秋
の
よ
う
に
変
化
は
感
じ
ら

れ
ず
、
た
だ
た
だ
耐
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 

で
も
、
あ
る
時
、
枝
の
先
の
小
さ
な
ふ
く
ら
み
を
見
つ

け
ま
し
た
。
耐
え
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
次
の
準

備
を
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
行
っ
て
い
た
の
だ
と
改
め

て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
、
我
慢
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
感
染
予
防
に
努

め
、
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
そ
の
努
力
や
が
ん
ば
り
は
、
皆
さ
ん
の
中
で

成
長
の
種
と
し
て
次
へ
の
力
を
養
っ
て
き
ま
し
た
。

幼
稚
部
、
小
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新
し
い
場
所
で
た
く
さ
ん
の
芽
を
出
し
、
大

き
な
素
敵
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 

修
了
・
卒
業 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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卒
業
・
修
了
を
祝
し
て 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

卒
業
生
、
修
了
生
の
み
な
さ
ん
、
ご

卒
業
、
ご
修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 み

な
さ
ん
は
初
め
て
千
種
聾
学
校
の

門
を
く
ぐ
っ
た
日
の
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
か
。
新
し
い
学
校
で
初
め
て
の
先

生
や
お
友
達
と
出
会
い
、
楽
し
み
と
不

安
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
多
く
の

先
生
や
保
護
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

毎
日
の
授
業
を
は
じ
め
、
給
食
や
掃
除

の
時
間
、
毎
年
行
わ
れ
る
様
々
な
行
事

を
お
友
達
と
と
も
に
過
ご
し
た
学
校
生

活
は
と
て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
制
約
の
あ
る
中
、
常
に
前
を
向
き
、

う
れ
し
い
時
は
笑
い
合
い
、
困
難
な
時

は
助
け
合
い
な
が
ら
、
今
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
身
共
に
成
長
さ
れ
、
素
敵
な
笑
顔
を

見
れ
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
に

は
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご
卒
業
・

ご
修
了
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

幼
稚
部
修
了
に
あ
た
っ
て 

五
歳 

保
護
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
年
間
、
子
供
と
た
く
さ
ん
の
時
間

を
共
有
し
、
楽
し
い
、
悲
し
い
、
苦
し

い
、
嬉
し
い
、
く
や
し
い
、
色
々
な
気
持

ち
を
我
が
子
の
側
で
見
守
り
共
に
感
じ

て
き
ま
し
た
。
苦
手
な
事
に
挑
戦
す
る

勇
気
が
持
て
な
か
っ
た
４
歳
の
頃
、
嫌

だ
と
い
う
気
持
ち
を
上
手
く
伝
え
ら
れ

ず
苦
し
ん
で
い
る
息
子
を
何
度
も
見
ま

し
た
。
言
葉
に
出
来
な
い
気
持
ち
、
不

安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
の
表
情
の
息
子

の
隣
で
何
度
も
先
生
が
気
持
ち
を
代
弁

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
や
り
取
り

を
繰
り
返
す
う
ち
に
少
し
ず
つ
息
子
の

表
情
が
和
ら
い
で
い
く
の
を
感
じ
ま
し

た
。
５
歳
に
な
っ
て
か
ら
は
自
分
の
気

持
ち
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
場
面

が
と
て
も
増
え
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば

少
し
難
し
い
事
に
も
挑
戦
す
る
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
時
と
て

も
晴
れ
や
か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
与
え
ら
れ
た

言
葉
を
自
分
が
表
現
す
る
力
に
変
え
、

そ
の
力
が
今
、
息
子
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
共
に
寄
り
添

い
、
側
で
見
守
り
、
多
く
の
も
の
を
与

え
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
の

気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
。 
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で
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に
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今
で
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で
登
下
校
し
、
成
長
を
感

じ
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と
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唯
一
子
供
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で
過

ご
せ
る
送
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中
の
時
間
が
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く
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こ
と
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ま
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最
後
の
三
年
間
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コ
ロ
ナ
禍
で
色
々

な
行
事
が
中
止
と
な
る
中
、
京
都
・
奈

良
方
面
へ
の
修
学
旅
行
に
出
掛
け
る
こ

と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
宿
泊
学
習
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が

文
化
・
歴
史
へ
の
関
心
の
み
な
ら
ず
友

達
と
の
関
わ
り
や
絆
も
深
ま
り
、
自
分

で
選
ん
だ
お
土
産
を
手
に
誇
ら
し
げ
な

表
情
で
帰
っ
て
き
た
姿
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。 

子
供
が
聾
学
校
に
通
う
こ
と
で
、
親

の
私
も
手
話
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
先

生
方
や
共
に
頑
張
っ
て
い
る
保
護
者
の

皆
様
か
ら
ご
指
導
を
頂
き
励
ま
さ
れ
、

こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
指
導
頂
い
た
先
生
方
、
お
世
話
に

な
っ
た
職
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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「おみせやさんごっこ クッキーや」 

３歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 
 

「はっぱやきのみでかおをつくったよ」 

４歳児 

 

 

 

 

 

たいそうのせんしゅ 

かっこいいから。 

バスのうんてんしゅ 

バスにのりたいから。 

キャビンアテンダント 

そらをとびたい 

から。 

おはなやさん 

おはながいいにおい 

だから。 

けいさつかん 

まちのあんぜんを 

まもりたいから。 

じゅうい  

どうぶつのびょうきやけが

をなおしたいから。 

アイスクリームやさん 

アイスクリームがすき 

だから。 

トラックのディーラー 

トラックがすき 

だから。 

かんごし 

びょういんにくるひとの

おせわをしたいから。 

ケーキやさん 

ケーキがすきだから。 

ハンバーガーやさん 

ハンバーガーが 

すきだから。 

どうぶつえんのしいくいん 

どうぶつがすきだ 

から。 

おすしやさん 

おすしやさんが 

かっこいいから。 

修了児 

おおきくなったら 

なにに なりたいか 

きいてみました。 

しょうぼうし 

ひをけすしごとは

かっこいいから。 
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一番の思い出は修学旅行です。自分たちで作ったしおりを持って、奈良・京都へ行きました。

ホテルでは、たくさんのお土産を買うことができました。楽しい思い出がたくさんできまし

た。 

一番の思い出は運動会です。つな引きや台風の目、障害物リレーなどをしました。勝ったり負

けたりしましたが、とても楽しい思い出です。 

 

６年間で一番楽しかった思い出は修学旅行です。ずっと気になっていた東大寺の大仏様を見る

ことができて、とてもうれしかったからです。 

 

６年間で一番楽しかった思い出は修学旅行です。大仏様のマグネットやストラップ、いろいろ

なお土産を買うことができました。忘れることができない思い出になりました。 

初めて千種聾学校へ入学した時、とてもドキドキしました。でも、友達がたくさんできて、と

てもうれしかったです。 

 

国語の勉強をすごくがんばりました。漢字テストでは１００点をたくさん取りました。すごく

うれしかったです。中学生になっても、国語の勉強をがんばりたいです。 

一番の思い出は修学旅行です。一日目に行った東大寺は、想像以上に大きくて驚きました。二

日目に行った金閣寺は、とてもきれいでした。とても楽しい思い出になりました。 

一番の思い出は６年生の皆とＪＲと地下鉄を使って、校外学習に行った事です。地下鉄千種駅

で黄電を見ました。グッジョブと思いました。 

 

一番の思い出は３年生の時のマラソン大会です。つかれても、最後まであきらめないで走り

ゴールすることができました。とてもうれしかったです。 

 

ぼくは、６ねんせいになって、ひとりできゅうしょくをたべられるようになりました。のこさ

ずぜんぶたべます。ワゴンをおして、かたづけのしごとをしました。たのしかったです。 

わたしは６年生になって、きゅう食を食べられるようになりました。ともだちといっしょに、

まい日たくさん食べました。とてもおいしかったです。 

 

わたしは２０ぷんほうかに、まい日ともだちとあそびました。おにごっこ、すべりだい、体い

くかんの三りん車が大すきです。先生のまねをして、生活のじゅぎょうをすることも楽しいで

す。 

卒業生 思い出 
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ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
記
録
会 

三
年
生
児
童 

 

今
日
は
、
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
記
録
会

だ
。 

 

二
十
分
放
課
の
時
に
十
周
走
っ
た
。
だ
か

ら
、
僕
は
遊
べ
な
か
っ
た
。
体
育
の
時
も
練

習
を
し
た
。
最
初
は
、
二
十
分
放
課
の
時
と

同
じ
や
り
方
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
短
く
楽
に

感
じ
た
。
で
も
、
本
番
が
近
づ
く
と
、
練
習

が
ハ
ー
ド
に
な
っ
た
。
千
種
公
園
の
一
番
大

き
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
二
周
走
っ
た
か
ら
だ
。

最
初
は
、
二
周
は
短
い
と
思
っ
た
け
ど
、
本

当
は
と
て
も
き
つ
い
練
習
だ
っ
た
。 

 

つ
い
に
本
番
。
ぼ
く
は
、
ど
ん
ど
ん
き
ん

ち
ょ
う
が
高
ま
っ
た
。
千
種
公
園
の
練
習
で

は
、
最
初
ぼ
く
は
じ
ゅ
ん
位
が
二
位
で
、
四

年
生
の
一
番
足
が
速
い
子
よ
り
速
か
っ
た
の

だ
。
だ
か
ら
、
二
位
を
取
り
た
か
っ
た
。 

 

で
も
、
結
果
は
だ
め
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
、

三
位
だ
っ
た
。
レ
ー
ス
の
じ
ょ
ば
ん
は
、
友

だ
ち
と
、
お
い
ぬ
い
た
り
お
い
こ
さ
れ
た
り

し
て
か
く
と
う
み
た
い
に
な
っ
た
。
で
も
、

さ
い
後
は
、
友
だ
ち
を
お
い
ぬ
い
て
、
三
位

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

二
位
は
無
理
だ
っ
た
け
ど
、
目
標
タ
イ
ム

に
近
か
っ
た
。
全
力
を
つ
く
し
て
三
位
を
取

れ
た
か
ら
、
ぼ
く
は
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ

た
。

 

「マンボウとぼく」１年生児童 

「すごろく」 

２年生児童 

「ランニング教室」 

４年生児童 

 

「インコのまんが入れ」 

４年生児童 

 

 

 

 

 

「けいとでゆきだるま」 

ひまわり２年生児童 

 

 

 

 

 

◇ 

令
和
四
年
度 

表
彰 

◇ 

愛
知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
表
彰 

 
 
 
 
 

六
年
生
児
童 

Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
絵
画
展
２
０
２
２ 

 

（
入
選
）
一
年
生
児
童 

二
名 

二
年
生
児
童 

二
名 

 

三
年
生
児
童 

四
名 

四
年
生
児
童 

二
名 

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル 

（
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
） 

 
 
 
 
 

二
年
生
児
童 

第
十
七
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 

（
銅
賞
）
一
年
生
児
童 

二
名 

 

（
佳
作
）
三
年
生
児
童 

第
二
七
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展 

 

（
佳
作
）
六
年
生
児
童 

第
一
六
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル 

 

（
銅
賞
）
一
年
生
児
童 

第
一
八
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

 

（
入
選
）
一
年
生
児
童 

第
六
三
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
小
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 

（
佳
作
）
一
年
生
児
童 

第
五
七
回
名
古
屋
市
障
害
者
作
品
展 

 

（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
）
六
年
生
児
童 

第
四
七
回
東
海
地
区
聾
学
校
通
信
陸
上
大

会 
 （

小
学
部
の
部 

六
年
男
子
） 

 
 
 

五
〇
ｍ
走 

第
三
位 

二
名 

（
小
学
部
の
部 

六
年
女
子
） 

 
 
 

五
〇
ｍ
走 

第
一
位 

 

 
 
 

立
ち
幅
跳
び 

第
二
位 

 
 
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

第
三
位 


